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研究内容 
 

［1］微弱光測定による位置検出器に関する研究 
広範囲を高精度に計測できる線量分布計の開

発を目指し、研究を進めている。 

放射線治療や原子力施設の安全管理では、遠隔
地からの線量分布計測が不可欠である。現行の半
導体型検出器は計測範囲が狭く、広範囲の線量分
布計測には不向きである。そこで、我々は、シン
チレーション光の光スペクトルの赤方偏移を利
用した放射線位置検出法を提案している[1]。この
方法は、放射線により微弱な蛍光を発するシンチ
レーションファイバを用い、ファイバ端で測定し
たシンチレーション光スペクトルの変化から線
源位置を検出する。これまで、放射線の代わりに
紫外線レーザを用いた原理確認、Sr90 のベータ線
源を用いた原理確認を行った[2]。次にモンテカル
ロ法による数値計算で提案法の特性を明らかに
した。さらに物理特性の詳細な検討と計算の高速
化のため、ファイバ中の蛍光伝搬の理論モデルお
よび多項分布計算に基づく理論モデルを提案し、
その妥当性を確認した[3]。このように提案法の妥
当性および特性を理論的、実験的に明らかにして
きた。 

 

図 1 提案位置検出器の構成図 

［2］各種ファイバセンサ、デバイスに関する研究 

可燃性ガスが充満した場所などの過酷環境下
で利用するセンサの開発を目指し、研究を進めて
いる。 

光ファイバセンサは、センサ部の電源供給が不
要であり、センサ部での発火などの危険性が無く、
電磁ノイズに強い、遠隔地からの測定可能などの
従来の電気駆動のセンサにない特長があり、その
特性を活かした応用が期待され研究されている。 

我々も、光ファイバセンサの 1 つである長周期
ファイバグレーティング（LPFG）の簡単な作製
方法を提案し、それを利用した各種センサに関す

る研究を行っている。 

これまで、提案法により作製した LPFG の透過
スペクトルと温度、圧力などの関係を明らかにし、
提案 LPFG の温度センサ、水圧センサ、気圧セン
サ、振動センサへの応用について検討を行ってき
た。また、LPFG 作製の際に加わる光ファイバへ
の圧力が、光ファイバのクラッドモードの損失を
増大させ、LPFG の透過光スペクトルに大きな影
響を与えていることを簡単な理論モデルを用い
て示した[4]。これらのセンサの高感度化を図るた
めに、提案 LPFG センサを縦列接続し、ファイバ
型のマッハツェンダ干渉計を構成する方法につ
いても検討を行った[5, 6,]。さらに、モード多重
伝送用のモードコンバータへの応用についても
研究を進めている。 
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